















































































































































































































































































25 学齢 26 議案 27 軍事 28 偏見 29 法則 30 意志 31 条件 32 蒸気
3 海事 34 潰蕩 35 金庫 36 涯青 37 歴史 38 領域 39 算術 40 政府
41 商品 42 職員 43 主権 4 主任 45 体積 46 鉄道 47 特徴 48 要衝
49 財務 50 材料 51 財政 52 講義 53 概論 54 意図 5 提案 56 三角
57 曹達 58 電力 59 定額 60 意味 61 義務 62 数学 63 作戦 64 遊撃
65 互恵、 6 仮死 67 服従 68 説教 69 出席 70 退却 71 停戦 72 交渉
73 断交 74 伝播 75 破産 76 蒸発 7 交流 78 休戦 79 対応 80 投票
81 特約 82 調整 83 複写 84 復習 85 破門 86 克服 87 認可 8 執行
89 侵害 90 処刑 91 総計 92 体験 93 分析 94 風刺 95 改造 96 支持
97 調整 98 代理 9 迫害 10 批判 10 放送 102 自白 103 蒸留
104 改良 105 改善 106 管理 107 管制 108 局限 109 供給 10 免除
1 緑化 12 請願 13 侵食 14 消毒 15 即決 16 総合 17 提供
18 偵察 19 予約 120 停止 12 展開 12 解散 123 表演 124 例外
125 表情 126 反映 127 作用 128 表現 129 希望 130 命令 13 連想
132 請求 13 申請 134 経理 135 検討 136 領会 137 断定 138 判断
139 保釈 140 保証 14 仮設 142 説明 143 試験 14 対比 145 展望
146 解決 147 交易 148 集合 149 接近 150 進歩 15 公開 152 個別
153 共同 154 初歩 15 唯一 156 法定 157 無機 158 積極 159 対称
160 有機 16 特殊 162 故意 163 絶対 164 内用 165 方式 16 脱党
167 雇員 168 特許 169 距離 170 電業 17 法科 172 出訴 173 得数
174 特別
6 - 2 一部分が掲載されているもの (W 漢語外来詞詞典j)
1新聞(新聞記者 2 自然(自然淘汰 3流行(流行病，流行性感
冒 4自治(自治領 5教育(教育学)
6 - 3 語棄の一致率
総数 38 のうち，未掲載の語は 174 ，49 %の語棄が掲載されていない。






























































































『日本国語辞典j昭和 49 年(1974) (小学館)を引くと， r参考」は，出典に，
俳譜・去来抄一修行「面影の事支考も書き置かれたり O 参考せらるべし」
と， r文明論之概略J <福沢諭吉〉緒言「諸書を参考して趣意の在る所を探
りJ と， r吾輩は猫であるJ <夏目激石〉二「参考の為めーす聞いて置きた
いが」がヲlかれている。「参照」には，何も引用はない。
『明治期漢語辞書大系』の 15 巻『新撰字類j(明治 8年 1875) には， r参輿J
「参議Jr参仕」が収められている。同じく 25 巻『大全漢語使解j(明治 9
年 1876) には， r参朝J r参内J r参謀J r参輿J r参仕J r参勤J r参考」が収
められている。さらに， r普通漢語解j(明治 1 年)， r文明いろは字引j(明治
10 年)， r自由塾自在j(明治 1 年 187) ，r新撰伊呂波節用j(明治 12 年 1879) ，




るだろう o 時代を追って，辞書を引いていくと， r必携熟字集J 以後， r参
照」の単語は出てこない。例えば， r漢語伊呂波字引j(明治 2 年 189) に
は， r参朝J r参内J r参仕J r参謀J r参奥J r参議J r参事J r参政J r参
150 
考J r参酌J r参勤J r参賀J r参観J r参拝J r参堂J r参館J r参殿」が見ら
れるが， r参照」は出てこない。 10 年後の辞書にも見えない単語が， r必
携熟字集』には載っていたということになる。
さらに，偶々手にした『庚益いろは早引大全j(明治 38 年再版印刷)(著者関
谷男也)を51いてみると， 30 ページに「サ」がある D 全部で「参与J r参
賀J r参朝J r参内J r参拝J r参詣J r参堂J r参謁J r参謀J r参観J r参
会J r参着jが入っている D この中には， r熟語大辞林j(明治34 年)にも入っ
ていない「参着」が入っている o
同じく， 54 巻『熟語大辞林j(明治 34 年 190 1)山田武太郎(美妙)編には，
「参考Jr参照J(注は「参考J) が見られる D
では，固定教科書では， r参考jや「参照」はどのくらい入っていたの
だろうか。『固定読本用語総覧j(三省堂， 197) の第二期に「さんこう J が見
られ， r.・H ・此の際其道の専門家の講話を承るは，大いに参考に相成るべ
しと存候。」という用例が見られる o 同じく，第四期には， rさんこう
しょ」があり， r参考書が見たければ，三階の図書室にありますよ」が載っ
ている o
第一期には， r参考」もあがっておらず， r参照J は，第六期にも出てこ
ない。第一期は，明治 37 年から使用，第二期は，明治 43 年から使用，第
三期は，大正 7年，第四期は，昭和 8年，第 5期は，昭和 16 年，第 6期
は，昭和 2 年から，使用の教科書である。「参考」は第二期の例一つで，
「参照」はすべてに取られていなしh
内容が前後するが， r現代漢語外来詞研究』では， r参考J r参照」とも
取り上げられていなし~o r漢語外来詞詞典』では， r参観J r参看J r参照J
が取り上げられている o
王立達 (1958) r現代漢語中従日語借来的詞葉J には， r参考書J は取られ
ているが， r参考Jr参照」はない。また，鄭実(1958) r談現代漢語中的“日
語詞葉つには，日本語からの借用語とされている， r権利J r文法J r歴
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以上,見たように, 『坊ちゃん』 『破戒』 『こころ』 『黒い両』 『砂の女』




例えば, ｢～ページ参照｣ ｢参照した｣ ｢参照方法は｣ ｢参照コードの｣
｢参照してしまう｣ ｢以下を参照のこと｣ ｢参照条文｣ ｢参照ページ｣ ｢参照
してほしい｣ ｢参照ください｣まで,実に多彩である｡これらを見ると,
徐々に,日本語の｢参照｣が名詞化されてきているのを感じる｡このよう
な現象は,メールという媒体と,関係があるのかもしれない｡
『吾輩は猫である』が, ｢中日対訳コーパス｣にないので,ここでは,
比較の対象にならなかったが,ほかの例からも,淑石や藤村が, ｢参考｣
を｢参考のため｣と言い表し, ｢参考すること｣の意味で,名詞扱いし始
めたことがわかる｡小学館国語辞典に取られている用例とは異なるが,こ
の時期に, ｢参考｣の名詞的用法が生まれたと考えても良いだろう｡淑石
は,漢詩を自分でも作っていたというから, ｢作為参考｣から, ｢参考の
為｣が想起されて,小説に使用された可能性が考えられる｡
一方, ｢参照｣については,使用例が小説などの文学においては,少な
かったと言える｡単語の性質とも関わるのだろう｡ ｢参照｣スルという形
をとり, ｢～スル｣の動詞で使われ,文末におかれるときも｢--参照｣
で現れ, ｢･--を参照されたい｣という意味で使用されている｡これらの
例では,名詞用法は見られなかった｡成り立ちを考えれば,明治の初めか
ら12年頃までの間に作られた｢交えて照らし合わせる｣を表わす造語だっ
たと考えられる｡それを考え出したのが誰であるかは,特定できないが,
中国文献に出典はあるにしても,この使われ方が,中国語の古典を直接,
参考にしたとは考えにくい｡そのため,日中両方で,それぞれが考え出し
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た漢語であると考える｡
10　まとめ
『現代漢語外来詞研究』にとられている日本からの借用語とされている
語秦の中には,既に英華辞典などに採用されていた単語などがあり,検討
を要するものがある｡しかし,取られた語嚢を品詞で分類すると若干の特
徴が見られた｡特に,中国語で,非述形容詞とされる語嚢は,形容詞だけ
に品詞が限られるものに見られ,その中で, ｢消極｣だけは,一般形容詞
として使われている｡ 『現代漢語外来詞研究』と, 26年後に出た『漢語外
来詞詞典』とを比較すると,収録語嚢の一一一致率は,約半分である｡借用語
の判断基準に違いがあると,当然のことながら,採用される語桑の量に差
が出ることは十分に考えられることではあるが,ここまで一致しないとい
う事は何か別の要因が考えられるのかもしれない｡ 1958年, 1959年にかけ
て,その基準について論争があったが,その時の論争が借用語を考える
きっかけとなったのだろう｡最近JH版された,嘱天稔『新語探源』と史有
為『外来詞-異文化的使者』の両書により,外来詞について,考え方が
違う学者が多くいることがわかる｡語桑の歴史や運用の性質など細かに検
討しない限り,たとえ一つの単語でも,簡単に借用語であるとは言えな
い｡これまで,日本からの借用語とされてきた語柔が,一人歩きしないう
ちに,訂正の必要のありそうな語桑から,その歴史をたどる必要があるだ
ろう｡
陳(2001)では, ｢日中間の品詞の違いは基本的にはそれぞれの言語の特
徴に位置づけられており,問題にする意味が薄いことになる｡｣と述べて
いる｡しかし,誤用を生む原因を見つけるには,日中対照研究は有効な手
段だと考える｡日中対照研究で原因を考え,対策を共有し,その情報を提
供することで,日本語教育への応用が考えられる｡
158
(追記)本稿は, 2005年6月4日の｢日中対照言語学会｣(第13回大会)での発表要旨
に,加筆したものである｡
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